
田原市博物館企画展 p8

たはらシティニュース p10

おしらせ p12

イベント p18

観光写真コンクール入賞作品決定 p6

さあ、投票しよう。 p4

市政の話題 p2
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農地・水・環境保全向上対策 p5



国
道
２
５
９
号
バ
イ
パ
ス

（
大
久
保
地
区
）が
開
通

し
、３
月
24
日（
土
）午
後
３
時
か

ら
一
般
開
放
さ
れ
ま
す
。区
間
お

よ
び
合
流
地
点
な
ど
は
下
図
の
と

お
り
で
す
。

▼
土
木
課
5
23
局
３
５
２
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

（
意
見
募
集
）制
度
に
基
づ

き「
ご
み
処
理
基
本
計
画
案
」に
つ

い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

■
概
要

ご
み
の
排
出
抑
制
・
減
量
化

や
収
集
・
運
搬
・
処
理
な
ど
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
意
見
提
出
方
法

　

①
公
表
場
所
へ
持
参

　

②
郵
便

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

④
Ｅ
メ
ー
ル

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
意
見
を
提
出
（
個
々

の
意
見
に
は
直
接
回
答
い
た

答
い
た

し
ま
せ
ん
）

し
ま
せ
ん
）

■
計
画
案
の
公
表
場
所

清
掃
管
理
課
、
環
境
衛
生
課
、

市
民
生
活
課
（
市
役
所
赤
羽

根
支
所
・
渥
美
支
所
）、
中
央

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て

▼
清
掃
管
理
課

5
27
局
０
０
０
３

　

27
局
０
０
０
３

　

seiso@
city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/
　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
考
え
方
と

併
せ
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
意
見
募
集
結
果 
掲
載
案
件

・
投
票
区
再
編
案
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
案
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
の
有
料
化
案
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
案

に
つ
い
て

・
国
民
保
護
計
画
案
に
つ
い
て

・
障
害
福
祉
計
画
案
に
つ
い
て

11
意
見
募
集
！

　
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」

2
国
道
２
５
９
号
バ
イ
パ
ス

　
（
大
久
保
地
区
）
の
開
通

※行き止まりとなります
　のでご注意ください。

新設道路

大久保南

大久保

田原南部小
開通区間

広域図
国道259号バイパス（大久保地区）

ガソリン
スタンド

大久保西 259号バイ
パス

国道259号

拡大図

合流地点

大久保西

平成19年3月1日 　  　　　　　　　　│ 2 │



福
江
地
区
の
活
性
化
に
向

け
、ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
２
月
17
日
に
渥
美

商
工
会
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、参
加

者
が
自
由
な
発
言
を
し
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
研
究
会
で
、

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、地
区

住
民
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
市
民
な
ど
30
名
が
参
加
。「
ま
ち

の
宝
さ
が
し
」を
テ
ー
マ
に
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま

し
た
。ま
ち
を
歩
き
、「
こ
れ
は
宝

だ
」と
思
う
も
の
を
写
真
に
撮
影
。

そ
れ
を
地
図
に
ま
と
め
、見
て
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
ま
し
た
。古
い
建
物
が
残
る
町

並
み
や
免
々
田
川
の
水
辺
の
環
境

な
ど
、ま
ち
の
良
さ
を
再
確
認
し

た
ほ
か
、道
路
や
公
園
の
整
備
、商

業
の
衰
退
な
ど
を
課
題
に
挙
げ
ま

し
た
。市
で
は
、今
後
も
福
江
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

5
23
局
３
５
３
５

愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合

と
協
力
し
、市
内
在
住
の

中
国
人
農
業
研
修
生
を
対
象
と
し

た
防
災
講
習
会
を
１
月
25
・
26
日

に
渥
美
文
化
会
館
で
、２
月
２
日

に
赤
羽
根
文
化
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、地
震
の
体
験
が
ほ

と
ん
ど
な
い
中
国
か
ら
の
農
業
研

修
生
に
、地
震
か
ら
身
を
守
る
方

法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
初
め
て

行
っ
た
も
の
で
す
。講
習
会
に
は
、

研
修
生
の
ほ
か
、受
入
農
家
な
ど
、

約
２
０
０
名
が
参
加
。阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
状
況
や
地
震
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
見
て
学

ん
だ
後
、市
の
職
員
か
ら
、非
常
持

ち
出
し
袋
の
備
え
や
避
難
場
所
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。そ
し
て
、実
際
に
消
火
器
を
使

っ
た
初
期
消
火
の
訓
練
も
行
う
な

ど
、防
災
に
対
す
る
知
識
を
学
び

ま
し
た
。市
で
は
、今
後
も
新
規
受

け
入
れ
研
修
生（
新
規
入
国
者
）を

対
象
に
、こ
の
よ
う
な
講
習
会
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▼
防
災
対
策
室
5
23
局
３
５
４
８

中
国
人
農
業
研
修
生
に

　
　

防
災
講
習
会
を
開
催

3
福
江
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

4

▲講習会に参加した中国人農業研修生たち
防災マップを手に避難場所などを確認し
ました。

▲グループに分かれて検討する様子
小学生も一緒にまちづくりを考えました。

▲まちの宝を発表
各グループでまちを歩いて感
じたことを発表しました。
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◉田原市で投票できる方
投票日当日、満20歳以上の方（昭和62年4月9日以
前に生まれた方）で、平成18年12月29日に市内に
住所があり、引き続き投票日まで市内・県内に住
所のある方。（県内に転出した方については「引き
続き愛知県の区域内に住所を有する証明書」がな
ければ投票できません。）
◉期日前投票・不在者投票期間
3月31日土～4月7日土

■投票時間／午前7時～午後8時

■あなたの投票所
郵送される「投票所入場券」をご確認ください。
※下記期日以降に市内で転居（転居届を提出）した方は、前住所地の投票所で
の投票となりますのでご注意ください。
愛知県議会議員一般選挙➡３月26日／田原市長選挙➡４月10日

■期日前投票
投票日に都合の悪い方は、期日前投票制度をご利用ください。
時間▶午前８時30分～午後８時
場所▶田原市役所・赤羽根支所・渥美支所

■不在者投票
●病院などで行う不在者投票
入院や施設入所をしている方は、その場所で不在者投票を行
える場合があります。病院などの担当者にお尋ねください。
●郵便等による不在者投票
身体に重い障害があり、投票に行けない方などは、自宅などか
ら郵送で不在者投票を行えます。事前に選挙管理委員会が交
付する「郵便等投票証明書」が必要です。
●田原市以外での不在者投票
選挙期間中、仕事や旅行などで田原市以外の市町村に滞在し
ている方は、滞在先の市区町村で不在者投票を行えます。（早
めに選挙管理員会にお問い合わせください。）

●
選
挙
の
結
果

田
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙（
１
月
28
日
）

•
投
票
者
数
＝
４
万
１
４
７
２
人

•
投
票
率
＝
79・92
％

愛
知
県
知
事
選
挙（
２
月
４
日
）

•
投
票
者
数
＝
２
９
６
万
５
８
３
５
人

•
投
票
率
＝
52・11
％

•
田
原
市
の
投
票
者
数
＝
３
万
３
５
６
０
人

•
田
原
市
の
投
票
率
＝
64・64
％

愛知県議会議員一般選挙
投票日▶4月8日日

◉投票できる方
投票日当日に満20歳以上の方（昭和62年４月23日
以前に生まれた方）で、平成19年１月14日以前に
市内に住所があり、引き続き投票日まで市内に住
所のある方。
◉期日前投票・不在者投票期間
4月16日月～21日土

田原市長選挙
投票日▶4月22日日

選 挙 日 程
■選挙運動・立候補手続説明会
日時▶3月20日火／午後2時～
場所▶田原市役所301会議室
内容▶立候補予定者および運動員を対象とした説明
会です。関係者は出席してください。
■立候補届出書類事前審査
日時▶4月11日水／午前9時～午後４時
場所＝田原市役所301会議室
■立候補受付
日時▶４月15日（日）／午前8時30分～午後５時
場所▶田原市役所301会議室

候補者
氏名

総得票数
※下段は田原市

当 神田真秋 1,424,761
19,400

石田芳弘 1,355,713
12,612

阿部精六 160,827
1,257

（得票順・敬称略）

※投票に出かけるときは、「投票所入場券」をお忘れなく！　　問合先▶選挙管理委員会（総務課内）☎23局3506

候補者氏名 得票数 候補者氏名 得票数
当 金田信芳  2,614 当 森山和幸  2,004
当 山本浩史  2,322 当 松見　清  1,985
当 太田由紀夫  2,159 当 北野谷一樹  1,968
当  2,149 当  1,873.532
当 眞木正五  2,105 当 鈴木義彦  1,851.467
当 川口廣和  2,074 当 小久保喜光  1,848
当 伊与田知養  2,069 当 角谷敏夫  1,659
当 安田幸雄  2,057 当 荒木貞夫  1,518
当 彦坂雄三  2,052 当 杉浦文平  1,373
当 赤尾昌昭  2,024 藤城好信  1,356
当 小柳津保弘  2,016 （得票順・敬称略）

■候補者別得票数■候補者別得票数

平成19年3月1日 　  　　　　　　　　│ 4 │

さ
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、投
票
し
よ
う
。



制
度
の
概
要

　

農
地
・
水
・
環
境
の
良
好
な
保
全
と

質
的
向
上
を
図
る
地
域
共
同
の
取
り

組
み
に
対
し
、支
援
を
し
て
い
く
と
い

う
制
度
で
す
。田
原
市
で
は
、校
区
を

一
つ
の
ま
と
ま
り（
活
動
組
織
）と
し

た
農
地
・
水
・
環
境
の
保
全
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
の
流
れ

❶
活
動
組
織
と
規
約
の
作
成

　

地
域
住
民
な
ど
が
参
加
す
る
活
動

組
織
を
作
り
ま
す
。

❷
活
動
計
画
の
作
成

　

現
状
維
持
に
と
ど
ま
ら
ず
、改
善
や

質
の
向
上
を
図
る
活
動
計
画
を
作
り

ま
す
。

❸
協
定
の
締
結

　

作
成
し
た
規
約
や
活
動
計
画
に
基

づ
き
、市
と
協
定
を
結
び
ま
す
。

❷
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
活
動

　

農
地
や
水
路
の
法
面
補
修
、水
路
の

目
地
詰
め
や
ゲ
ー
ト
の
管
理
、施
設
の

清
掃
お
よ
び

破
損
施
設
の

改
修
な
ど

❸
農
村
の
環
境
を
良
く
す
る
活
動

　

生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
の
生
き

物
調
査
、景
観
を
良
く
す
る
た
め
の
水

路
沿
い
や
遊
休
農
地
な
ど
へ
の
植
栽
、

そ
の
他
、農
村
環
境
を
良
く
す
る
た
め

の
啓
発
・
広

報
活
動
な

ど■
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、農
林

水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.m
aff .go.jp/nout

i_m
izu/index.htm

l
❹
交
付
金
の
交
付

　

活
動
組
織
が
活
動
す
る
区
域
の
農

地
面
積
に
応
じ
て
、基
礎
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

❺
実
践
活
動

　

作
成
し
た
計
画
に
基
づ
き
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

実
践
活
動
の
事
例

❶
資
源
を
保
全
す
る
活
動

　

農
道
や
水
路
、た
め
池
周
辺
の
草
刈

り
や
ご
み
拾
い
、軽
微
な
補
修
、水
路

の
泥
上
げ
、農
道
へ
の
砂
利
補
充
な
ど

農地・農業用水などの資源や環境は、
みんなの財産です。

地域のみんなで！
「農地・水・環境保全向上対策」

▼農政課☎23局3518　  22局3817 　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
・
環

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
・
環

境
。こ
れ
ら
を
良
好
な
状
態
で
子
や
孫
の
世
代
に
ま
で
引
き
継
い

境
。こ
れ
ら
を
良
好
な
状
態
で
子
や
孫
の
世
代
に
ま
で
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、農
業
者
だ
け
で
な
く
、地
域
住
民
が
一
丸
と

で
い
く
た
め
に
は
、農
業
者
だ
け
で
な
く
、地
域
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
、資
源
の
良
好
な
保
全
や
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取

な
っ
て
、資
源
の
良
好
な
保
全
や
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

り
組
み
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、平
成

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、平
成
1919
年
度
か
ら
新
し
い
制
度

年
度
か
ら
新
し
い
制
度

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」が
始
ま
り
ま
す
。

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
農
地
・
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
、ま
た
、こ
れ
ら
の
上
に

形
づ
く
ら
れ
た
環
境
に
つ
い
て
、地
域
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
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　「渥美半島の四季（春・夏・秋・冬）」をテーマに昨年募集し
た観光写真コンクールの入賞作品が、2月8日に行われた審査会
において決定しました。ここでは、応募総数263点（一般の部198
点・デジカメの部65点）の中から選ばれた上位12作品と全入賞者
をご紹介します。
　また、10月22日に行われた第４回田原市民まつり写真コンクー
ルの入賞作品も応募総数81点の中から選ばれましたのでご紹介
します。
　なお、入賞作品は右記にて展示しています。

会場

田原文化会館▶ ～３月14日水
サンテパルクたはら▶ ３月20日火～４月18日水

▶田原市観光協会（商工観光課内）
523局3516

●田原市観光協会長賞●田原市長賞

デジカメの部 第４回田原市民まつり

春▶『ケンカ凧合戦』
田中良一（大草町）

秋▶『伊良湖の風物トライアスロン』
仲根英之（豊橋市）

春▶『白鳥の楽園』
黒宮　澄（田原町）

『最高の盛り上がり』
辻　政一（高松町）

秋▶

『
渥
美
線
・
秋
』

水
谷　

清
（
豊
橋
市
）

『お祭り盛り上げ隊』
安田　將（谷熊町）

●田原市長賞

●田原市民まつり推進協議会長賞

期間
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一般の部

●一般の部入賞者

小田善二郎（蒲郡市）

伊藤貞子（新城市）

神谷壽子（豊橋市）

彦坂昭市（田原町）

河合和夫（やぐま台）

内藤キサエ（豊橋市）

阿部和彦（豊橋市）

竹内光夫（加治町）

種井武朗（豊橋市）

小山　豊（豊川市）

高野鐵夫（新城市）

鈴木弘美（田原町）

太田　功（赤羽根町）

高橋晴夫（蒲郡市）

本島寛一（豊橋市）

榊原栄一（蒲郡市）

巽　三喜男（豊川市）

辻　政一（高松町）

長尾八重子（知多郡東浦町）

●デジカメの部入賞

渡会和博（福江町）

小川忠彦（小中山町）

●中日写真協会田原支部長賞

船越光次（新城市）

渡会和博（福江町）

榊原栄一（蒲郡市）

●入選

寺田博之（大草町）

伊藤よしのり（西山町）

伊藤良一（石神町）

伊奈治夫（豊橋市）

黒宮　澄（田原町）

堀　真（高松町）

川口勝也（豊島町）

河合和夫（やぐま台）

※敬称略。各コンクール２作品
以上入賞の方は、上位のみ掲
載。

●田原市観光協会長賞●田原市長賞

春▶『つばき咲く頃』
高橋政四（額田郡幸田町）

夏▶『ハマユウ咲く恋路ヶ浜』
近藤吉貢（若見町）

秋▶『夜に咲く』
藤井幸平（加治町）

冬▶『巨大イルミネーション』
伊奈治夫（豊橋市）

春▶『懺悔巖楽園』
藤田源一（豊橋市）

夏▶『夏の賑わい』
山田照夫（田原町）

秋▶『花園の母子』
高橋昭二（蒲郡市）

冬▶『西ノ浜の発電風車』
伊藤よしのり（西山町）

田原市観光写真
コンクール入賞者

第４回田原市民まつり
写真コンクール入賞者
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深い自然観照から生まれたいくつかの作品が、「現
在でも日本の具象彫刻の傑作」と評される彫刻

家・中原悌二郎は、親友で近代洋画界を代表する洋画
家・中村彝とともに、岡田虎二郎が主宰する、東京日暮
里・本行寺での「静坐会」に参坐し始めました。明治45年
でした。
　岡田は愛知県田原に生まれ、全国の偉人を訪ね歩い
て、さまざまな思想や哲学を学びました。アメリカに
遊学後、自らの経験から得た自然の原理を基に、独自の
静坐・呼吸法を創案しました。この静坐法は一世を風

ふう

靡
び

し、皇族・学者・実業家など、1万人を超える多様な信仰

者を持つまでになりました。
　岡田が48歳で急逝すると、多くの人は静坐から離れ
ていきました。しかし悌二郎は、死の直前まで静坐を続
けました。悌二郎は、静坐法に深く共感し、その影響は
彼の思想と創造の営為にも及んでいたと思われます。
　本展は中原悌二郎の未公開の素描も含めた作品92点
と、彼が評価したロダン・荻原守衛などの代表作を展示
して悌二郎の造形思想をたどるとともに、岡田虎二郎
にかかわる資料を展示して静坐法の実相を紹介し、相
互の関係を明らかにしようとするものです。

3月24日土は開会式のため
午前11時から一般公開となります。

●開館時間／午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）
●休館日／毎週月曜日
ただし、4月30日は祝日のため開館し、5月1日は
休館します。／会期中には作品の展示替があります。

●観覧料／一般700円（560円）
小・中学生無料

（　）内は20名以上の団体割引料金です。

●主催／田原市博物館・中日新聞社
●後援／愛知県教育委員会

■パネルディスカッション
4月28日土午後1時から
［愛知県美術館企画普及課長／木本文平氏 ほか］
崋山会館【入場無料】

■ギャラリートーク
4月1日日、４月29日日午前11時から
［当館学芸員］【要観覧料】
■静坐体験／4月15日日午後1時30分～3時
池ノ原会館（参加料300円）

中原悌二郎／「行乞老人」東京藝術大学蔵中原悌二郎／「若きカフカス人」新潟大学蔵

高村光太郎／「手」台東区立朝倉彫塑館蔵荻原守衛／「坑夫」長野県信濃美術館蔵

中村彝／「静物」茨城県近代美術館蔵保田龍門／「風景」和歌山県立近代美術館蔵
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●図録のご案内
今回の企画展の図録を販売しております。
出品作品の図版が数多く掲載されています。
この機会にぜひお買い求めください。

A4版、カラー・1色  無線綴じ／価格2,000円（税込）

中原 悌二郎
「女のマスク」（1910年・碌山美術館蔵）／「行乞老人」
（1918年）／「若きカフカス人」（1919年）／「平櫛田中
像」（1919年）など、油彩・素描を含む約92点
※中原悌二郎のデッサンが、没後以来初めて一堂に集
まる展覧会となります。

オーギュスト・ロダン
「着衣のバルザック」（1897年）／「考える人」（1880年）
／「ピエール・ド・ヴィッサンの頭部」（1886年頃・姫路
市立美術館）

荻原 守衛／「抗夫」（1907年・長野県信濃美術館蔵）ほか
中村 彝／「静物」（1919年・茨城県近代美術館蔵）ほか
高村 光太郎／「手」（1918年・台東区市朝倉彫塑館蔵）ほか
平櫛  田中／「酔吟行」（1914年・呉市立美術館蔵）ほか
石井 鶴三／「保田龍門像」（1918年・茨城県近代美術館
蔵）など、周辺作家作品約35点

岡田虎二郎関係資料、岡田虎二郎のデスマスク
（北村正信による・田原市博物館蔵） など、関連資料約20点／
総計約145点を予定

主な出品作品

オーギュスト・ロダン／「着衣のバルザック」
呉市立美術館蔵

平櫛田中／「酔吟行」
呉市立美術館蔵

中村　彝／「中原悌二郎像」
三重県立美術館蔵

石井鶴三／「中原悌二郎氏像」
茨城県近代美術館蔵

中原悌二郎／「平櫛田中像」
伊原市立田中美術館蔵

中原悌二郎／「憩える女」
愛知県美術館蔵

オーギュスト・ロダン／「考える人」新潟県立近代美術館蔵

☎２２局１７１０
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全国小学生ソフトテニス大会愛知県予選大会の
４年生以下女子の部で、童浦スポーツ少年団の鶴
崎那美さん・加藤愛望さんペアが優勝。同じく４年
生以下男子の部で、神戸スポーツ少年団の前澤祐
志くん・西尾準弥くんペアが３位に入賞し、３月30
日（金）から千葉県で開催される全国大会への出場
を決めました。出場報告に訪れた両ペアに、市長は
「予選大会での結果に自信を持って、全国大会でも
頑張って」と激励の言葉を贈りました。

田原陸上クラブの選手８名が全国小学生クロスカ
ントリーリレー研修大会愛知県選考会で優勝し、
３月24日（土）・25日（日）に大阪府で開催される全
国大会への出場を決めました。選手らは「しっかり
練習して上位を狙いたい」と抱負を語ってくれま
した。メンバーは次のとおりです。

▲

山内裕斗（衣
笠小）、眞田龍一（野田小）、河合健将（若戸小）、中川
滋貴（赤羽根小）、杉原梨華（若戸小）、松葉彩・立岩
奈実（童浦小）、西脇紗英（衣笠小）【敬称略】

ＮＰＯ法人田原菜の花エコネットワークが、愛知
環境賞の優秀賞を受賞しました。この賞は、資源循
環や環境負荷の低減に優れた技術や事業、活動、教
育などを実施している企業・団体に対し贈られる
ものです。同ネットワークは、菜の花をキーワード
に田原市と連携を取りながら遊休農地の菜の花畑
化と菜種油の搾油・バイオディーゼル燃料化事業
に取り組み、市民ぐるみで農村の景観整備と資源
循環型社会の構築を目指しています。

■全国大会の出場報告に市長を訪れた選手の皆さん ■写真左から西尾くん、前澤くん、鶴崎さん、加藤さん

1 2

チーム一丸　今年も全国へ火

月 菜の花で花ひらく　循環型社会

火 二人でつかんだ　全国切符

■表彰会場にて（写真左から森さん、伊藤さん、河合さん）

平成19年3月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



消防団活動に功績のある事業所として、アイシン・
エィ・ダブリュ㈱田原工場が愛知県知事より表彰
を受けました。同事業所は、消防団員の確保（10
名が勤務）に積極的に協力し、消防団活動への理
解がほかの事業所の模範と認められる団体です。
また、田原市の防火協会会員として、市民に対し、
防火思想の普及と防火体制の確立に努め、災害の
ないまちづくりに貢献し、地域住民からも厚い信
望を得ています。

学校給食週間（毎年１月 24 日～ 30 日）に合わせ、
各小中学校では、地元で採れた食材を使った献立
の給食を実施しました。24 日（水）、田原南部小
学校には助役らが、赤羽根小学校には教育委員長
らが招かれ、児童らと一緒に給食を味わいました。
この日の献立は「牛丼」「かき玉汁」「たくあんづ
け」「プリン」「牛乳」の５品。児童らは、たくさ
んの人の手によって支えられている栄養バランス
の取れた給食を、おいしそうに食べていました。

田原健康ふれあいジョギング大会が、白谷海浜公
園で開催されました。小春日和となったこの日、
競技の部には、小学生から一般まで約４７０名が
参加。各部門に分かれて、ライバルたちと熱戦を
演じました。また、自由参加で行われた「健康ジョ
ギング・ウォーキング」には、体力づくりと相互の
ふれあいを目的に、観戦に訪れた家族らも参加。約
９００名が走ったり、歩いたりしながら、親ぼくを
深めました。

２月10日（土）・11（祝）・17日（土）の３日間、池ノ原
会館において子ども茶会を開催しました。昨年４
月から毎月真剣にけいこに取り組んでいる４教室
（みんなの茶道教室・おせん茶教室・なかよし茶道
教室・表千家茶の湯教室）の受講生59名が、抹茶・せ
ん茶出しを披露。覚えた動作の一つ一つを確認し
ながら一生懸命に接待していました。訪れた人た
ちは、「子どもたちが出してくれたお茶は格別にお
いしい」と喜んでいました。

■感謝状を手にする太田浩一第２製造本部副本部長

■菰田助役と一緒に手を合わせて「いただきます！」

力を貸します　地域のために火

■ぽかぽか陽気の会場内をみんなで楽しくジョギング

水 楽しく味わう　地元の食材

■学んだ作法でお茶を出す子どもたち

祝 子どもたちが　お点前披露

土 共に感じよう　走ることの楽しさ
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課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

5
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
５
名
程
度　

▼
対
象
＝
保

育
士
の
資
格
を
持
ち
、
月
曜
〜
金
曜
日
に

勤
務
で
き
る
方　

▼
採
用
期
日
＝
４
月
〜

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

民
生
委
員
・
児
童
委
員

田
原
市
臨
時
職
員

（
田
原
市
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

田
原
市
嘱
託
員
（
福
祉
課
）

田
原
市
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

開催日・場所 時間 内容

① 4月13日（金）
田原文化会館 13:30～ 概要説明、

講演会

② 4月27日（金）
田原文化会館 13:30～ 講演会

③

5月23日（水）
田原福祉センター 12:30～

ブックスタート
の見学

5月15日（火）
あつみライフランド 12:50～

■ブックスタートボランティア研修

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の
中
で
相
談

や
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。地
域
住

民
か
ら
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
相
談
に
応
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
採
用
期

間
＝
４
月
28
日
（
土
）
〜
５
月
27
日
（
日
）

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
・

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
／
交
替
勤
務
を

原
則
と
し
ま
す
が
、
１
日
勤
務
の
場
合
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
正
午

〜
午
後
０
時
45
分
は
休
憩
）　

▼
勤
務
内

容
＝
展
示
室
監
視
・
受
付
ほ
か　

▼
賃
金

＝
時
給
７
９
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
４

月
１
日
（
日
）
ま
で
に
渥
美
郷
土
資
料
館

ま
た
は
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
不

可
）
／
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

5
33
局
１
１
２
７　

34
局
１
０
１
０

▼
田
原
市
博
物
館

5
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

こ
の
会
は
、
歴
史
・
美
術
に
関
心
を

持
つ
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
田
原
市
博
物

館
事
業
の
育
成
に
協
力
し
、
会
員
の
教
養

を
高
め
る
と
と
も
に
相
互
の
親
ぼ
く
を
深

め
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
特
典
＝
会
員
証
提
示
で
無
料
入
館
／

博
物
館
だ
よ
り
・
崋
山
会
報
の
送
付
／

展
覧
会
・
博
物
館
事
業
の
お
し
ら
せ
／
バ

ス
利
用
の
見
学
会
へ
の
参
加　

▼
年
会
費

＝
１
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
31 

日
（
土
）
ま
で
に
博
物
館
に
あ
る
申
込
用

紙
（
田
原
市
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
年
会
費
を
添
え
て
提
出

▼
田
原
市
博
物
館

5
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

http://w
w
w
.taharam

useum
.gr.jp/

　

沖
縄
県
石
垣
市
で
行
わ
れ
る
「
爬
龍
船

競
漕
大
会
」
の
マ
ン
タ
ピ
ア
杯
マ
ド
ン
ナ

ハ
ー
リ
ー
レ
ー
ス
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
10
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
女
性　

▼
日

程
＝
６
月
17
日
（
日
）
〜
19
日
（
火
）

▼
内
容
＝
八
重
山
地
方
の
伝
統
船
「
ハ
ー

リ
ー
船
」
を
使
い
、
漕
ぎ
手
10
名
・
か
じ

取
り
１
名
の
合
計
11
名
で
約
５
０
０
ｍ
の

コ
ー
ス
を
競
漕　

▼
参
加
費
＝
約
10
万
円

（
内
４
万
円
は
田
原
市
観
光
協
会
が
負
担
）

▼
選
考
方
法
＝
書
類
・
面
接
（
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
に
応
募
理
由
を
記

入
の
う
え
、
田
原
市
観
光
協
会
（
市
役
所

お
よ
び
渥
美
支
所
）
へ
提
出

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

5
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

４
月
15
日
（
日
）
の
『
第
４
回
市
民
緑

花
ま
つ
り
』
で
開
催
す
る
「
フ
ラ
ワ
ー
作

品
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
展
者
、「
フ
ラ
ワ

ー
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

▼
募
集
作
品
・
点
数
＝
①
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
（
壁
掛
け
タ
イ
プ
で
80
㎝
四
方

に
納
ま
る
も
の
）・
先
着
30
点
（
一
人
２

点
ま
で
）
／
②
寄
せ
植
え
（
鉢
な
ど
置
く

タ
イ
プ
で
容
器
が
50
㎝
四
方
以
内
）・
先

着
50
点
（
一
人
２
点
ま
で
）　

▼
そ
の
他

＝
出
展
料
は
無
料
で
、
優
秀
作
品
に
は
、

す
て
き
な
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
教
室

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
日
）　

▼
そ
の
他

＝
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
／
完
成

し
た
作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
４
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
出
展
部
門
・
教
室
名
を
明
記
）

▼
公
園
緑
地
課

5
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

　

koen@
city.tahara.aichi.jp

博
物
館
友
の
会
会
員

フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ラ
ワ
ー
教
室

渥
美
郷
土
資
料
館

　
　

企
画
展
監
視
員

※
現
在
会
員
の
方
も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

教室名 時間 場所 定員 参加料 講師（団体）

ハンキング
バスケット 10:00～ 10:50

文化会館内
アトリエ１

25名 1,200円 ガーデリア・ジジ

寄せ植え 13:00～ 13:50
文化会館内
アトリエ１

25名 800円 ガーデリア・ジジ

ハーブリース
11:00～ 11:50 文化会館内

アトリエ２
各20名 500円 金田先生ほか

13:30～ 14:20

フラワーアレンジ
メント体験

  9:30～ 14:00
（随時参加できます）

文化会館内
ラウンジ付近

30名 500円
シルビアフラワー
デザイン優花

■フラワー教室

沖
縄
県
石
垣
市「
爬ハ
ー

龍リ
ー

船
競
漕

大
会
」へ
の
女
性
参
加
者
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簡
単
な
運
動
や

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

に
よ
り
、
身
体
の

衰
え
を
防
ぐ
と
と

も
に
脳
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

▼
開
催
期
間
＝
４
月
〜
平
成
20
年
３
月　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
各
教
室
35

名
／
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
参
加
希
望
教

室
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

5
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

音
楽
に
合
わ
せ
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
上
り

下
り
す
る
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
成
人

病
予
防
、
体
力
づ
く
り
に
最
適
で
す
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
期
間
＝
４
月
３

日
〜
９
月
25
日
の
毎
週
火
曜
日　

▼
時
間

＝
①
午
後
７
時
〜
７
時
45
分
／
②
午
後
７

時
55
分
〜
８
時
40
分
／
③
午
後
８
時
45
分

〜
９
時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
ス
テ
ッ
プ
台

を
使
っ
た
有
酸
素
運
動　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
定
員
＝
各
ク
ラ
ス
40
名　

▼
申
し

込
み
＝
３
月
13
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
教
室
名
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

5
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

若
年
層
か
ら
高

齢
者
ま
で
を
対
象

と
し
た
、
だ
れ
で

も
参
加
し
や
す
い

体
操
教
室
で
す
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
期
間
＝
４
月

４
日
〜
９
月
26
日
の
毎
週
水
曜
日　

▼
内

容
・
開
催
時
間
＝
①
マ
ッ
ト
サ
イ
エ
ン
ス

（
ヨ
ガ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
）・
午
後
７
時
45
分

〜
８
時
30
分
／
②
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
午
後
８
時
40
分
〜
９
時
40
分　

▼
場

所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館
第
２
武
道
場　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
各
ク
ラ
ス

80
名　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

教
室
名
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

5
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

５
時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館　

▼
テ
ー
マ
＝
自
分
発
見
！
参
加
し
よ
う
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！　

▼
内
容
＝

各
種
団
体
の
活
動
発
表
、
講
演
会
、
分
科

会
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

5
32
局
３
９
６
３　

32
局
３
９
６
３

　

田
原
市
の
姉
妹
都
市
、
設
楽
町
津
具
に

あ
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
」が
冬
季
休
業
を
終
え
、３
月
16
日（
金
）

か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

▼
グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

5（
０
５
３
６
）83
局
２
３
４
３

す
こ
や
か
元
気
体
操

ス
テ
ッ
プ
教
室

あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
つ
ど
い
２
０
０
７

グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
営
業
再
開

健
康
体
操
教
室
（
前
期
）

日　時●３月18日日午後1時30分から3時
場　所●田原文化会館文化ホール・多目的ホール
講　師●長島忠美 氏

（自由民主党 衆議院議員、
元新潟県山古志村村長）

入場料●無料

▼防災対策室 523局3548　　23局0180

田原市防災講演会
演題 山古志に訪れる春
－新潟県中越大震災を乗り越えて－

日　時 場所

①
毎週火曜日
13:30～ 14:30

田原福祉センター
多目的室

②
毎週水曜日
13:30～ 14:30

田原福祉センター
多目的室

③
毎週火曜日
10:30～ 11:30

あつみライフランド
会議室

④
毎週木曜日
13:30～ 14:30

赤羽根福祉センター
プレイルーム

■すこやか元気体操
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消
費
生
活
相
談
室
は
、
４
月
か
ら
「
金

曜
日
」
に
変
わ
り
ま
す
。
消
費
者
被
害
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
金
曜
日
（
３
月
中
は
水

曜
日
）
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
渥
美
文
化
会
館

（
旧
中
央
公
民
館
）　

▼
相
談
料
＝
無
料　

▼
相
談
員
＝
本
多
ち
え
子
・
杉
原
眞
由
美
・

渡
辺
ち
ぐ
さ
・
高
橋
則
子
・
中
川
公
子

▼
商
工
観
光
課

5
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
次
の

２
店
を
追
加
し
ま
し
た
。

新
規
追
加
指
定
工
事
店

・
ト
ヨ
ハ
シ　

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

5 （
０
５
３
２
）31
局
２
７
７
０

・
㈱
ラ
イ
フ
・
カ
ワ
サ
キ

5（
０
５
３
３
）84
局
１
９
０
２

▼
下
水
道
課

5
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

5
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

日
本
国
内
に

住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
必

ず
年
金
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
、
人
生
の
節

目
に
は
年
金
資
格
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、
遺
族
・
障

害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料（
第
１
号
被
保
険
者
）

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

・
月
額
１
万
４
１
０
０
円

・
年
額
16
万
９
２
０
０
円

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
申
請
免

除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

5
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

▼
豊
橋
社
会
保
険
事
務
所

5（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

　

結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
19

年
度
か
ら
住
民
結
核
・
肺
が
ん
検
診
の
対

象
年
齢
が
15
歳
以
上
か
ら
40
歳
以
上
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
結
核
や
肺
が
ん
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
に
も
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
平
成
19
年
度
は
再
実
施
や
再
通
知
を

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
期
間
内
（
５
〜
７
月
実

施
予
定
）
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

5
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

5
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

田
原
市
商
工
会
で
は
、「
無
料
職
業
紹

介
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

▼
利
用
期
間
＝
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
祝
日
、
年
末
年
始

は
休
み　

▼
田
原
市
商
工
会　

▼
内
容
＝

求
人
（
商
工
会
員
の
み
）・
求
職
の
申
し

込
み
や
紹
介
相
談
な
ど

▼
田
原
市
商
工
会（
田
原
町
倉
田
10

－

２
）

5
22
局
６
６
６
６　

23
局
０
４
１
９ 

　組織・機構を集約するため、４月２日（月）から『田原
市水道事務所』を市役所西庁舎２階に移転します。
　上水道・下水道・農業集落排水関係でご用のある方
は、市役所までお越しください。事務室などの詳しい
位置については、市役所案内または最寄りの職員にお
気軽にお尋ねください。
　なお、直通電話番号の変更はありません。

▼水道課 　523局3532　  22局3184

▼下水道課 523局3525　  22局3184

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

住
民
結
核
・
肺
が
ん
検
診
の

　

対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
！

消
費
生
活
相
談
室

ご
存
じ
で
す
か
？ 

国
民
年
金

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

田原市水道事務所が
 市役所庁舎に移ります！

※
求
職
の
場
合
は
来
訪
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
は
、ど
こ
の
地
区
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

259

至
豊
橋

渥 美 線三河田原駅

汐
川

至
伊
良
湖 至めっくんはうす

増設庁舎（建設中）

田原市水道事務所

田原萱町

新清谷

田原市役所
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平
成
19
年
度
か
ら
、
渥
美
地
域
（
高
木

町
・
折
立
町
・
古
田
町
・
福
江
町
・
保
美

町
）
の
市
街
化
区
域
内
の
土
地
・
家
屋
に

対
し
て
、都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
税
は
、
住
み
良
い
街
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
行
う
、
都
市
計
画
事
業
な
ど

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
目
的
税
で
す
。

▼
納
税
義
務
者
＝
市
街
化
区
域
内
に
所
在

す
る
土
地
、
家
屋
の
所
有
者　

▼
税
額
＝

課
税
標
準
額
×
税
率
（
０
・
25
％
）

▼
申
告
と
納
税
＝
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
固
定
資
産
税
と
併
せ
て
納
税
額
を

通
知
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

5
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
「
一
般
廃
棄

物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
渥
美
最
終
処
分
場
（
和
地
町
）

で
受
け
入
れ
て
い
た
、も
や
せ
な
い
ご
み
・

粗
大
ご
み
・
資
源
ご
み
な
ど
は
、
４
月
１

日
か
ら
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
ま
す
。
ま
た
、
搬
入
場
所
の
変
更
に
伴

い
、
渥
美
最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課　

5
27
局
０
０
０
３　

27
局
０
０
０
３

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

5
32
局
３
３
２
２　

32
局
３
５
６
６

　

事
業
系
ご
み
と
は
、
商
店
・
事
務
所
・

飲
食
店
・
農
漁
業
な
ど
事
業
活
動
か
ら
出

る
ご
み
の
こ
と
で
す
。

　

事
業
系
ご
み
は
自
己
処
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

自
己
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
処
理
施

設
へ
自
己
搬
入
す
る
か
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
も
や
せ
る
ご
み
⬇⬇
炭
生
館
へ
搬
入

○
粗
大
ご
み
な
ど
⬇⬇
各
資
源
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

○
枝
木
・
竹
・
草
（
事
業
所
の
維
持
管
理

に
よ
り
発
生
し
た
も
の
に
限
る
）
⬇⬇

赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

　

処
理
手
数
料
は
、
現
金
ま
た
は
納
付
書

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
搬
入
時

ま
た
は
月
締
め
で
徴
収
し
ま
す
。

　

収
集
運
搬
を
委
託
さ
れ
て
い
る
方
は
、

今
ま
で
の
収
集
運
搬
代
に
処
理
手
数
料
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
・

直
接
搬
入
す
る
事
業
者
を
事
前
登
録
す
る

こ
と
で
、
計
量
お
よ
び
料
金
徴
収
事
務
の

時
間
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
月

複
数
回
搬
入
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
廃

棄
物
搬
入
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
届
出
書
は
搬
入
先
ご
と
に
必
要
で
す
）。

▼
廃
棄
物
搬
入
届
出
書
配
布
場
所
お
よ
び

提
出
先
＝
清
掃
管
理
課
・
東
部
資
源
化
セ

ン
タ
ー
・
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
・
渥
美

資
源
化
セ
ン
タ
ー
・
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
炭
生
館　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課　

5
27
局
０
０
０
３　

27
局
０
０
０
３

　最近、税務職員や社会保険事務所職員を装いＡＴＭ（現金
自動預け払い機）を操作させ、振り込みを行わせる「振り込
め詐欺」による被害が発生しています。ご注意ください。

不審な点があるときはお問い合わせください。
▶豊橋税務署
5（0532）52局6201     （0532）54局5990
▶豊橋社会保険事務所
5（0532）33局4111     （0532）33局3411

渥
美
地
域
都
市
計
画
税
の
課
税

税務職員、社会保険事務所職員を装った
「振り込め詐欺」にご注意ください！

還付金を
ATMで受

け取れま
すよ、操

作の仕方

は…

至急×■
▲●へ

振り込ん
で

ください
！

さもない
と…

還付金などの受け取りの
ためにATMの操作を
求めることはありません

金融機関の口座を指定して
振り込みを求めることは
ありません。

税金の督促状が
届いたのですが…

渥
美
地
区
の
ご
み
の
搬
入
場
所
が

変
わ
り
ま
す
！

※
こ
れ
ら
の
ご
み
は
、処
理
手
数
料（
10
円
／
㎏
）

が
掛
か
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら「
事
業
系
ご
み
」が

有
料
に
な
り
ま
す
！

事
業
系
一
般
廃
棄
物
搬
入
届
出
書
の　

事
前
提
出
の
お
願
い
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（
課
税
基
礎
と
な
る
価
格
な
ど
）
の
証
明

を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
・
対
象
固
定
資
産
＝
①
固
定

資
産
の
納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
同
意

を
受
け
た
方
・
当
該
納
税
義
務
に
係
る
固

定
資
産
／
②
土
地
に
つ
い
て
賃
借
権
そ
の

他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権

利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）

を
有
す
る
方
・
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

土
地
／
③
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
そ
の
他

の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）
を

有
す
る
方
・
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
家

屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
／
④
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
一

定
の
方
・
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定

資
産　

▼
閲
覧
お
よ
び
記
載
事
項
の
証
明

期
間
＝
４
月
２
日（
月
）〜
／
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
持
ち
物
＝
本

人
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
閲
覧
す
る

場
合
は
、
運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
な

ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
／
借
地
・
借

家
の
方
な
ど
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
権
利

関
係
を
示
す
書
面
な
ど
と
運
転
免
許
証
な

ど
の
借
地
・
借
家
人
自
身
を
確
認
で
き
る

も
の

　

土
地
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
が
自

分
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
、
ほ
か
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
（
代
理

人
含
む
）　

▼
縦
覧
帳
簿
の
記
載
項
目
＝

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
価
格
）
／
②
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・

構
造
・
床
面
積
・
価
格
）　

▼
縦
覧
期
間

＝
４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
木
）

／
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
持
ち
物
＝
本

人
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
な

ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
／
代
理
の
方

が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
委
任
状
と
運
転
免

許
証
な
ど
、
代
理
人
自
身
を
確
認
で
き
る

も
の　

▼
審
査
申
出
期
間
＝
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
審

査
の
申
し
出
は
、
４
月
２
日
か
ら
納
税
通

知
書
の
交
付
後
60
日
ま
で
の
期
間

▼
閲
覧
・
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課

▼
税
務
課

5
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
１
日
、
田
原
市
立
東
部
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
会
（
代
表　

多
田
辰
郎
さ
ん
）

か
ら
、
東
部
中
学
校
の
教
育
推
進
の
た
め

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
２
基
、
行
事
用
テ
ン
ト

１
張
。

　

４
月
か
ら
、
平
成
19
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
内
容
確
認
の
た
め
「
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
閲
覧
」｢
土
地
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧｣
を
行
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明
申

請
は
、
所
有
者
の
ほ
か
に
借
地
・
借
家
の

方
な
ど
も
行
え
ま
す
。
た
だ
し
、
借
地
の

方
は
当
該
土
地
、
借
家
の
方
は
当
該
土
地

お
よ
び
家
屋
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

固
定
資
産
税
に
係
る

閲
覧
・
縦
覧

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は５月を予定）

放送日 内　　容

～3/7 田原健康ふれあいジョギング大会
ドッヂビー大会

3/8～ 21 「恋人の聖地」に選定
笑って健康教育「健康漫才」

3/22～ 4/4 チューリップフェア
シデコブシ自生地

加入補助をしています

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
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◉
〜
３
月
４
日
日

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
ひ
な
祭
り
展
」

場
所
▼
渥
美
郷
土
資
料
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

内
容
▼
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
ひ

な
人
形
の
変
遷
を
展
示

観
覧
料
▼
無
料

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

☎
33
局
１
１
２
７　

34
局
１
０
１
０

◉
〜
３
月
18
日
日

田
原
市
博
物
館
平
常
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
の
描
く
肖
像

画
、陶
磁
器
〜
幽
幻
の
美
を
求
め
て
、

ひ
な
人
形
展

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円（
80
円
）

　

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

　

※
毎
週
土
曜
日
は
小
・
中
・
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
３
月
４
日
日

キ
ン
ボ
ー
ル
大
会

時
間
▼
午
前
９
時
〜

場
所
▼
田
原
中
部
小
学
校
体
育
館

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
３
月
11
日
日

お
た
が
ま
つ
り

場
所
▼
長
仙
寺（
六
連
町
）

内
容
・
時
間
▼
植
木
市（
午
前
９
時
〜
）、

み
こ
し
渡と

御ぎ
ょ（

午
後
４
時
〜
）、玉
取

り
・
も
ち
投
げ（
午
後
５
時
〜
）

▼
田
原
市
観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
３
月
17
日
土
〜

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
毎
年
大
好
評
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ア
！ 

春
の
日
差
し
を
た
く
さ
ん

浴
び
た
約
５
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
あ
な
た
を
迎
え
ま
す
。水
に
浮
か
ぶ

フ
ロ
ー
ト
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
、新
種
の

『
魔
法
の
花
火
』『
イ
エ
ロ
ー
ス
パ
イ
ダ

ー
』な
ど
、さ
ま
ざ
ま
種
類
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

菜の花狩り ～菜の花をお土産に～
場所●伊良湖ガーデンホテル前の菜の花畑　

菜の花畑ライトアップ ～夜空に浮かぶ菜の花は幻想的～
場所●伊良湖シーサイドゴルフ倶楽部横の菜の花畑

特産市 ～渥美半島の新鮮な野菜や花、特産品をどうぞ～
場所●伊良湖ガーデンホテル前の菜の花畑（土日・祝日のみ開催）

月
の
イ
ベ
ン
ト

3

▶田原市観光協会（渥美支所内）
☎33局1616　　 32局2506
　http://www.taharakankou.gr.jp
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愛知県立成章高等学校吹奏楽部
第７回定期演奏会
日 時　３月24日（土） 午後２時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　無料　
曲 目　・ミュージカル「オズの魔法使い」
　　　　　・歌劇「トゥーランドット」より
後 援　田原市教育委員会
問 合 先　愛知県立成章高等学校吹奏楽部（鈴木、五藤、前田）
　　　　　☎22局0141

田原・赤羽根・渥美田原・赤羽根・渥美

EVENT文化会館・文化ホール

田原文化会館
赤羽根文化会館
渥美文化会館

522局6061　　22局6455
545局3939　　45局3901
533局1000　　34局1010

チケット販売・お問い合わせ

チェン・ミン＆加羽沢美濃
「ふたりのハートフル・コンサート」
二
に

胡
こ

演奏家の第一人者「チェン・ミン」とChisa&Mino
でおなじみのピアニスト「加羽沢美濃」の話題のコラボ
レーション！中国の弦楽器「二胡」と「ピアノ」の豊かなハーモニーをお
楽しみください。

日 時　３月25日（日） 
　　　　　午後２時30分開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館
　　　　　文化ホール
入 場 料　・一般２,５00円
　　　　　・高校生以下2,０00円
　　　　　（当日500円増）　
チケット　販売中
販売場所　田原・赤羽根・渥美文化会館
問 合 先　渥美文化会館　☎33局1000
※チェン・ミン氏が田原市の皆さんに宛てたメッセージを掲載中！
　田原市教育委員会ホームページ「ホールイベント」をご覧ください。
　 　http://www.city.tahara.aichi.jp/section/kyoiku/

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、生涯学習課まで
お申し込みください。（おやつ代実費）

◉
４
月
１
日
日

滝
頭
桜
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜

場
所
▼
滝
頭
公
園

内
容
▼
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
、写
生
大
会
、

も
ち
投
げ
な
ど

そ
の
他
▼
開
催
日
の
前
後
約
10
日
間
、会

場
周
辺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。幻

想
的
な
夜
桜
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
期
間
は
、桜
の
開
花

状
況
に
よ
り
前
後
し
ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６

　

22
局
３
８
１
７

◉
４
月
15
日
日

第
４
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
は
な
の
き
広
場
・
田
原
文
化
会
館

内
容
▼
植
木
市
、用
土
・
花
苗
な
ど
の
販

売
、苗
木
の
無
料
配
布
、手
作
り
花
壇
、

フ
ラ
ワ
ー
教
室
、庭
木
の
剪せ

ん

定て
い

実
演
、

フ
ラ
ワ
ー
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３　

23
局
０
１
８
０

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

３月８日木・４月12日木

時 間 ▼午後１時 30 分
　　　　　～３時 30 分
場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

4

３/24
全席自由

３/25
全席自由
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訪問日

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

 3/ 1［木］・ 3/15［木］・ 4/19［木］

 3/13［火］・ 4/10［火］・ 4/24[火]

 3/13［火］・ 4/10［火］・ 4/24[火]

 3/ 2［金］・ 3/16［金］・ 4/20[金]

 3/ 7［水］・ 4/18［水］

 3/ 6［火］・ 4/17［火］

 3/ 2［金］・ 3/16［金］・ 4/20[金]

 3/ 7［水］・ 4/18［水］

 3/ 8［木］・ 4/12［木］・ 4/26［木］

 3/ 8［木］・ 4/12［木］・ 4/26［木］

 3/14［水］・ 4/11［水］・ 4/25［水］

 3/14［水］・ 4/11［水］・ 4/25［水］

 3/ 2［金］・ 3/16[金]・ 4/11［水］

 3/ 2［金］・ 3/16[金]・ 4/11［水］

 3/ 1［木］・ 3/15［木］・ 4/19［木］

 3/ 1［木］・ 3/15［木］・ 4/19［木］

 3/ 6［火］・ 4/10［火］・ 4/24［火］

 3/ 6［火］・ 4/10［火］・ 4/24［火］

 3/ 7［水］・ 4/18［水］

 3/ 7［水］・ 4/18［水］

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●３・４月

図書館休館日

３月

４月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

２日［月］・９日［月］・13日［金］・16日［月］・23日［月］

５日［月］・９日［金］・12日［月］・19日［月］・26日［月］

※4月から訪問時間が変わるステーションがありますのでご注意ください。

赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
心
を
育
む
た
め

に
は
、
温
か
な
ぬ
く
も
り
の
中
で

優
し
く
語
り
合
う
時
間
が
大
切
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
向
か
い
合
う
か
け
が
え
の

な
い
ひ
と
と
き
を
〝
絵
本
〞
を
介
し
て

持
つ
こ
と
を
応
援
す
る
運
動
で
す
。

　

田
原
市
で
は
、
絵
本
を
き
っ
か
け
に

楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
い
、
家
族
の

親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
４
か
月
児
健
診

の
待
ち
時
間
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
、
絵
本
や
子
育
て
関
連
資
料
を
図
書

館
バ
ッ
グ
と
し
て
も
使
え
る
コ
ッ
ト
ン

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
手
渡
し
て
い
ま
す
。

一般展示コーナー◎3月
「桜～春の訪れ～」 （3月10日［土］～4月12日［木］）
春はいたる所にやってきます。庭先や食卓、さまざまな場面で咲
き誇る桜に、日本の美しさを感じてください。

こどもしつ展示コーナー◎3月こどもしつ展示コーナー◎3月
「みんな ともだち」「みんな ともだち」  （3月10日［土］（3月10日［土］～4月12日［木］）
みんなと友だちになれる本、集めました。みんなと友だちになれる本、集めました。

えほんだいすき！（図書館ボランティア） ★
日時／3月18日（日）　14:00～
おはなし会（くぬぎの会） ★
日時／4月  7日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／3月14日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／3月20日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／3月18日（日）　13:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア） 
日時／毎週土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

赤
ち
ゃ
ん
と

絵
本
の
出
会
い

〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〞

▲手渡しする絵本やバッグなど

　

現
在
、ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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心
を
豊
か
に
す
る
絵
本
の
世
界

□
絵
本
の
大
切
さ
に
つ
い
て

　

絵
本
は
、
現
実
の
体
験
の
少
な
い

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
「
初
め
て
」
と
出
会
え
る

も
の
で
す
。
ペ
ー
ジ
に
は
初
め
て
見

る
物
や
色
、
音
な
ど
、
不
思
議
で
魅

力
的
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
世
界
を
少
し

ず
つ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
絵
本
の
心
地
よ
い
音
調
は
、

子
ど
も
の
言
葉
を
豊
か
に
し
ま
す
。

聞
き
慣
れ
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

な
ど
の
声
で
何
度
も
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
心
の
中
に
色
々
な

言
葉
が
蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

□
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
は
っ
き
り
し
た
形

や
明
る
い
色
合
い
の
絵
を
好
み
ま
す
。

絵
を
見
た
と
き
に
、
具
体
的
に
ど
ん

な
内
容
な
の
か
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

田
原
市
で
は
４
か
月
健
診
時
に
「
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
言
葉
や

心
を
通
わ
せ
て
も
ら
お
う
と
、
赤
ち

ゃ
ん
一
人
に
つ
き
２
冊
の
お
す
す
め

絵
本
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

□
大
人
と
絵
本

　

数
年
前
か
ら
大
人
向
け
の
絵
本
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
章
の
な
い

も
の
や
複
雑
な
仕
掛
け
の
も
の
な
ど

が
あ
り
、
開
い
て
み
る
と
普
段
と
は

違
っ
た
気
分
に
浸
れ
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
幼
少
期
に
読
ん
で
い
た
絵
本

を
我
が
子
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
発
見
や
懐
か
し
さ
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

絵
本
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
子
ど
も
に
と

っ
て
は
、
大
好
き
な
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ

と
自
体
が
喜
び
な
の
で
す
。

母子健康手帳交付

健康相談

育児相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

４月26日（木）　午前10時～11時30分

４月13日（金）　午前９時30分～10時30分

４月２日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター 妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

あつみライフランド

４月27日（金）　午前９時30分～10時30分

田原福祉センター
身体計測、育児・栄養相談

身体計測、育児・栄養相談、健康に関する相談

健康に関する相談、健診結果に関する相談

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

月日 電話番号当直医

●休日当直医

３月11日（日）

３月18日（日）

３月21日（祝）

３月25日（日）

5 2 2局 1 2 3 0
5 4 5局 2 2 0 3
5 2 2局 0 6 8 4
5 2 2局 6 1 3 3
5 2 9局 1 1 1 2
5 3 5局 1 5 1 1
5 2 2局 6 6 7 7
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 2局 0 4 0 4
5 2 2局 0 7 5 6
5 4 5局 2 1 4 5
5 3 2局 0 3 6 1

かわせ小児科
山本医院
歯科尾崎医院
河合医院
杉の森皮ふ科クリニック
川瀬医院
岩瀬歯科医院
北山クリニック
昭和医院
木村歯科医院
國見医院
赤羽根医院
渡辺歯科医院

月日 電話番号当直医

４月１日（日）

４月８日（日）

４月15日（日）

４月22日（日）

5 2 2局 7 7 7 7
5 2 3局 1 0 9 2
5 3 3局 0 2 2 2
5 4 5局 2 0 6 6
5 2 2局 0 2 2 7
5 2 2局 5 8 7 8
5 2 2局 7 7 0 0
5 3 3局 0 1 6 2
5 3 2局 0 0 3 8
5 2 3局 1 3 1 6
5 2 4局 4 1 0 0
5 2 9局 1 1 1 2
5 4 5局 2 5 1 6
5 2 3局 7 3 0 0
5 2 3局 0 2 3 2
5 3 2局 1 5 1 5
5 3 3局 0 6 5 7

百瀬クリニック
きまた眼科
津金医院
惣卜歯科医院
永井医院
ふくい眼科
かわさき整形外科クリニック
朽名医院
葉山歯科医院
富永医院
山本耳鼻咽喉科
杉の森皮ふ科クリニック
渡会医院
赤石歯科クリニック
宮木内科
藤岡医院
清栄歯科クリニック

田原福祉センター 妊娠中の方
貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会

パパママスクール
（クッキングコース） ４月17日（火）　午前９時50分～10時

田原福祉センター

あつみライフランド
４か月～５か月児とその保護者
離乳食講習と保育の話離乳食教室

４月11日（水）　午前９時50分～10時

４月16日（月）　午前９時50分～10時

赤羽根福祉センター

診療時間Ì医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午

夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院Ì5 22局2131
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　23局3515
あつみライフランド
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半半半半半半半半島島島島発!

エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
や
事
業
活
動
に
お
い
て
「
環
境
に

配
慮
す
る
」
と
い
う
要
素
は
、
企

業
に
と
っ
て
重
要
な
項
目
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
環
境
に
対
応
し
た
製

品
開
発
研
究
・
生
産
・
物
流
な
ど
の
産
業

推
進
を
目
指
す
「
エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

1
エ
コ
産
業
の
振
興

　

地
域
資
源
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る
な

ど
、
環
境
面
に
配
慮
し
た
エ
コ
関
連
企
業

の
立
地
（
風
力
発
電
関
連
産
業
・
バ
イ
オ

マ
ス
素
材
製
造
研
究
機
関
な
ど
）
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
推
進
策
と
し
て
の

立
地
支
援
制
度
や
立
地
調
整
ル
ー
ル
を
整

備
し
ま
す
。

　
2
輸
送
機
械
産
業
展
開

　

燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の
開
発
・
製
造

を
推
進
し
、
輸
送
機
械
産
業
の
新
展
開
を

期
待
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
3
立
地
環
境
整
備

　

港
湾
物
流
機
能
と
し
て
、
公
共
埠
頭
な

ど
の
港
湾
機
能
の
整
備
・
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
工
業
地
域
内
で
の
熱
相
互
供

給
の
完
備
や
、
熱
需
要
の
情
報
を
集
約
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
を
図
り
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
港
湾
物
流
の
活
用
に

よ
る
産
業
立
地
の
優
位
性
を
高
め
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp
　菜の花などのアブラナ
科の植物はすりおろした
り、かんだりすると「イソ
チオシアネート」という
成分ができます。この成
分には殺菌効果や健康効
果があると言われ、お湯
に溶け出さないため、ゆ
でたり煮たりしても効果が期待できるそうです。今
回は、そんな菜の花を使った料理をご紹介します。だ
し巻き玉子で巻けば菜の花巻きの出来上がり。玉子
のそぼろ、ゆでて刻んだ菜の花、肉そぼろで菜の花畑
三色丼の出来上がり。このほかにも、ベーコンと一緒
にパスタにまぜたり、たけのこと一緒にリゾットに
したりと洋風のアレンジも簡単にできます。皆さん、
ぜひお試しください。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

11

▼エコエネ推進室☎ 23 局 7401

●菜の花のシフォンケーキなど

※「観賞用の菜の花」の見ごろは３月で終わり、引き続き
「菜種用の菜の花」が開花します。この種の収穫は６月
の予定です。

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
引っ越しによる水道の開始・中止の手続きを忘れずに！

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

2/20現在
65.1％

■市内４河川の水質調査結果
広報たはら2月号のグラフに誤りがありました。お詫びいたします。

汐川環境基準
10mg/ç以下

汐川
蜆川
今池川
大日川

８月

11/1 11/10 11/20 12/1 12/10 12/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20

９月 10月 11月 12月 １月 ２月

（％）51,820千â

BODmg/ç
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共
に
考
え
共
に
歩
も
う

第　

回
22

　
　
　
　

▼
企
画
課
☎
23
局
３
５
０
７

少
子
化
と
男
女
共
同
参
画
っ
て

関
係
あ
る
の
？

　

日
本
で
は
現
在
、少
子
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。少
子
化
の
直
接
の
原
因
は
、晩
婚

化
・
晩
産
化
の
進
行
で
す
が
、未
婚
化
の
進

行
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。働
く
女
性
が
増
大
す
る
一
方
、仕
事
と

子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
が
十
分
に
整

わ
な
い
こ
と
な
ど
が
、結
婚
や
出
産
を
消

極
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

欧
米
な
ど
の
先
進
諸
国
に
目
を
向
け
る

と
、国
を
あ
げ
て「
働
き
方
の
改
革
」に
取

り
組
み
、子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
に
総
合
的
な
対
策
を

と
っ
て
い
る
国
で
は
、出
生
率
が
回
復
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◉
働
き
方
の
改
革
と
は
？

　

育
児
休
業
制
度
が
あ
っ
て
も
、そ
れ
を

利
用
し
づ
ら
い
職
場
の
雰
囲
気
や
、子
育

て
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、仕
事
優

先
と
な
り
、家
事
や
育
児
に
携
わ
る
時
間

が
短
か
く
な
っ
て
し
ま
う
男
性
の
働
き
方

な
ど
を
見
直
し
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
男
性
が
家
事
・
育
児
に
携
わ
る

時
間
は
、他
国
に
比
べ
極
端
に
短
く
、一

方
、女
性
は
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。夫
婦
が

お
互
い
に
家
事
・
育
児
の
負
担
を
分
か
ち

合
え
る
よ
う
に
協
力
し
、仕
事
と
子
育
て

を
両
立
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

可
能
と
な
る
よ
う
、働
き
方
の
改
革
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  昆山市は、平成５年に当時の赤羽根町が友好都市
提携を結んだ都市です。平成17年の提携再調印を
きっかけに、昨年は、看護師研修生を受け入れたり、
中学生派遣事業を再開したりするなど、田原市との
交流事業は活発になってきています。

■経済発展と自然環境が融和した昆山市
　古くは呉の中心地であったといわれる昆山市。現
在は工業都市として知られています。上海から北西
へ約50kmという立地のよさから、台湾や日本をは
じめとする外資系企業約４０００社が進出をして
います。
　その昆山市で現在盛んなのが「エコ」への取り組
み。緑化推進をはじめ、汚水・大気汚染対策としてさ
まざまなエコ活動を実施しており、中国政府からは

「国家環境保護模範都市」にも指定されています。
　このように、自然環境との共生を目指してまちづ
くりを進める昆山市。２００４年には中国国内で「最
も魅力のある都市10選」に選ばれています。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市の情報をお届けします。

▼企画課5２３局３５０７

友好都市中国・昆山市の知られざる取り組み

▲工業都市とは思えないほど緑豊かな昆山市の市街地

日本

アメリカ

イギリス

フランス

ドイツ

スウェーデン

ノルウェー

４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８←時間→

家事関連時間全体 うち育児の時間

女性男性

●１日当たりの男女別家事関連・育児時間

出典：「平成18年版厚生労働白書」
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ト
リ
ア
ー
ジ
①　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
…

防
災
ま
め
知
識

田原児童センター　523局4761

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

・工
こう

作
さく

ランド『はっしゃロケット』
開催日●３月１日（木）～31日（土）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●３月15日（木）
幼児向け▶午前10時30分～
小学生向け▶午後４時～

・３月
がつ

のチャレンジ

▼はしつかみ

５日（月）、12日（月）、

19日（月）、26日（月）

3 月のお休み

西部児童館　　　　525局0211

皆
さ
ん
は
、「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
り
、
見
た

り
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
か
ら
は
シ

リ
ー
ズ
で
、
こ
の
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
災
害
や
大
き
な

事
故
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
傷
病
者
が
同

時
に
発
生
し
た
と
き
、
傷
病
者
の
病
気

や
け
が
の
緊
急
度
、重
症
度
を
判
定
し
、

治
療
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
選
別
を
す
る
際
に
使
わ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
語
に
由
来
し
ま
す
。

●
ト
リ
ア
ー
ジ
は
な
ぜ
必
要
？

　

傷
病
者
が
一
度
に
多
く
発
生
し
た
と

き
に
は
、
限
ら
れ
た
医
療
機
能
（
医
療

ス
タ
ッ
フ
、
医
薬
品
、
機
材
な
ど
）
を
最

大
限
に
活
用
し
て
治
療
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
災
害
時
な
ど
の
混
乱
の
中
で
は
、

重
症
者
が
長
時
間
放
置
さ
れ
た
り
、
救
命

が
困
難
な
傷
病
者
の
治
療
に
医
療
ス
タ
ッ

フ
や
医
薬
品
な
ど
が
使
わ
れ
、
確
実
に
救

命
が
可
能
な
ほ
か
の
傷
病
者
の
治
療
が
で

き
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を

解
決
し
、
傷
病
者
の

救
命
や
治
療
を
効
率

的
、
効
果
的
に
行
う

た
め
に
ト
リ
ア
ー
ジ

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
ト
リ
ア
ー
ジ
は
誰
が
す
る
の
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
医
師
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
看

護
師
や
救
急
救
命
士
な
ど
、
救
急
医
療
に

関
す
る
知
識
を
持
っ
た
人
が
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。　
　
　

―

つ
づ
く―

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

・シアターランド※
日時●３月18日（日）午後1時30分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※
日時●３月14日（水）午前10時～
※は児童センターのみ開催

14件（14件）

14人（14人）

0人（0人）

118件（118件）

2件（2件）

146件（146件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

7件（7件）

10件（10件）

7件（7件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

1月1月

３月は交通事故多発月。要注意を！
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●東部保育園
河邉成晃  くん（6歳）

【評】お父さんと一緒に楽しそうに凧揚げしている様子が
上手に描かれています。

●東部保育園
柴田青依  ちゃん（6歳）

【評】温かいこたつの中で、家族が楽しそうにトランプを
している様子が上手に描かれています。

●福江小学校6年
河合奈緒  さん

丁寧な彫りが生かされた美し
い作品に仕上がりました。

●福江小学校6年
坂本智香  さん

鳥の羽の色を少しずつ変える
ことで、きれいなオウムを表
現できました。

なか たのあたた

よう す じょうず えが

か ぞく

ひょう か ぞく

とう たこ あこうえん

よう す

じょうず

いっしょ たの たこ あとう

えが

ひょう

牧野
 典子
 先生
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家
康
が
渥
美
半
島
を
訪
れ
た
の
は
田
原

城
攻
め
、
巻
狩
り
で
、
そ
の
際
の
記
録
が

残
り
、
伝
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
伝
説
も
残
っ
て
い
ま
す
。

■
車
止
め
の
桜
（
加
治
町
浄
光
寺
境
内
）

　

あ
ま
り
に
も
み
ご
と
な
桜
だ
っ
た
た

め
、
家
康
が
車
を
止
め
、
こ
れ
を
鑑
賞
し

御ご

朱し
ゅ

印い
ん

を
賜た

ま
わっ

た
。

■
弁
天
の
松
（
田
原
町
城
宝
寺
境
内
）

　

弁
財
天
（
城
宝
寺
古
墳
に
立
つ
）
の
横

に
松
が
あ
り
、
家
康
が
難
を
逃
れ
て
田
原

に
来
た
と
き
、
こ
の
松
に
舟
を
つ
な
い
だ

と
い
う
。

■
鷲
川
池
の
芹
（
神
戸
町
鷲
川
）

　

こ
の
池
の
芹
は
美
味
で
、
家
康
が
摘
ま

れ
た
。

■
栗
喰
縄
手
（
野
田
町
）

　

家
康
が
野
田
町
運
昌
寺
へ
来
た
と
き
、

お
茶
菓
子
に
「
勝
ち
栗
」
を
あ
げ
た
こ
と

に
ち
な
む
。

■
家
康
お
手
植
え
の
松（
野
田
町
運
昌
寺
）

　

運
昌
寺
の
大
松
と
も
い
う
。
13
号
台
風

で
弱
り
、
伊
勢
湾
台
風
で
枯
れ
た
。

■
矢
引
き
岩
（
野
田
町
細
法
）

　

家
康
が
こ
の
岩
の
上
か
ら
矢
を
引
い
た

と
い
わ
れ
る
。
ら
く
だ
山
（
運
昌
寺
北
の

山
）
中
腹
に
あ
っ
た
と
い
う
。

■
お
茶
屋
（
野
田
町
）　

　

雲
名
地
区
に
あ
る
。「
能
き
酒
井
戸
」

と
も
い
い
、
こ
の
井
戸
の
水
で
家
康
に
お

茶
を
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

■
し
ゃ
も
じ
山
（
野
田
町
細
法
）

　

運
昌
寺
で
家
康
を
も
て
な
し
た
お
礼

に
、
寺
の
者
に
何
が
欲
し
い
と
い
わ
れ
た

際
に
「
ま
き
を
採
る
山
が
欲
し
い
」
と
し

ゃ
も
じ
で
指
し
示
し
た
こ
と
か
ら
、
運
昌

寺
の
裏
山
を
「
し
ゃ
も
じ
山
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。

■
上
代
古
釜
（
野
田
町
細
法
）

　

運
昌
寺
で
家
康
に
茶
を
飲
ま
せ
た
と
き

に
使
っ
た
釜
。

■
家
康
公
の
腰
掛
石
（
野
田
町
細
法
）

　

運
昌
寺
裏
山
に
あ
る
と
い
う
。

■
西
円
寺
の
井
戸
（
野
田
町
西
ひ
る
わ
）

　

西
円
寺
は
か
つ
て
赤
羽
根
町
、
竜
ヶ
原

に
あ
っ
て
、
家
康
が
比
留
輪
原
巻
狩
り
の

際
に
、
そ
の
水
で
お
茶
を
立
て
た
。

　

特
に
野
田
町
の
運
昌
寺
に
は
、
家
康
が

訪
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う

多
く
の
伝
説
が
江
戸
時
代
の
奉
行
の
記
録

や
言
い
伝
え
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
話
は
『
田
原
町
史
』、『
野
田
史
』

な
ど
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
旧
渥
美
町
に
残
る
伝
説
と
、
家

康
を
祀ま

つ

る
田
原
市
内
の
東
照
宮
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。（
増
山
）

▼
文
化
財
課
☎
23
局
３
５
３
１

●家康が巻狩りをした比留輪原（芦ヶ池南の台地）

家
康
と
渥
美
半
島
②

〜
田
原
に
残
る
伝
説
〜

●家康伝説が多く残る運昌寺。背後は通称「しゃもじ山」
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田原の
キャベツで
作ろう！

Citizen's
Plaza

▼
材
料（
４
人
分
）…
キ
ャ
ベ
ツ（
２
２
０

ｇ
）、ハ
ム（
２
枚
）、き
ゅ
う
り（
１
本
）、

塩
吹
昆
布（
15
ｇ
）、コ
ー
ン（
60
ｇ
）、玉

ね
ぎ（
中
1/4
個
）、マ
ヨ
ネ
ー
ズ（
適
量
）

▼
作
り
方

❶　

キ
ャ
ベ
ツ
・
玉
ね
ぎ
を
ス
ラ
イ
ス
し
、

電
子
レ
ン
ジ
で
約
４
分
間
加
熱
し
ま
す
。

❷　

き
ゅ
う
り
を
小
口
切
り
、ハ
ム
を
い

ち
ょ
う
切
り
に
し
ま
す
。

❸　

①
、②
で
準
備
し
た
も
の
を
混
ぜ
合

わ
せ
ま
す
。

❹　

③
に
分
量
の
塩
吹
昆
布
を
加
え
、適

量
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え
れ
ば
出
来
上

が
り
。

　

先
月
の「
き
ゅ
う
り
の
ビ
ー
ル
漬
け
」

同
様
、簡
単
に
、お
い
し
く
い
た
だ
け

る
料
理
で
す
。ポ
イ
ン
ト
は「
塩
吹
昆
布
」。

程
よ
い
塩
気
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
甘
み
を
い
っ

そ
う
引
き
立
て
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ベ
ツ
と
い
え
ば
、田
原
市
の
特

産
品
の
一
つ
。そ
の
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
っ
た
料
理
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い

う
お
た
よ
り
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。と
い
う
こ
と
で
、今
回
は「
田
原
の
キ

ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た
料
理
」を
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
キ
ャ
ベ
ツ
と
ハ
ム
の
和
え
物

3

の
納税は
便利な
口座振替で

お申し込みは・・・
お近くの金融機関・郵便局または税務課へ
お問い合わせは・・・ 
税務課　２３局３５０９
または　２３局３５１０まで

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
は
、

○
○
○
○
豆
の
選
別
を
す
る
際
に
使
わ

れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
由
来
し
ま
す
。

２　

国
道
２
５
９
号
バ
イ
パ
ス
が
、
３
月

24
日
に
開
通
し
ま
す
。
○
○
○
○
開
放

は
午
後
３
時
か
ら
。
皆
さ
ん
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

３　

絵
本
は
、
現
実
の
体
験
の
少
な
い
小

さ
な
○
○
○
た
ち
に
と
っ
て
、
た
く
さ

ん
の「
初
め
て
」と
出
会
え
る
も
の
で
す
。

４　

自
然
環
境
と
の
共
生
を
目
指
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
昆
山
市
。

２
０
０
４
年
に
国
内
で
、「
最
も
魅
力
の

あ
る
○
○
10
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、広

報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を

必
ず
記
入
し
て「
広
報
た
は
ら
」へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
３
月
20
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
２
月
号
の
答
え
】
ま
め
ま
き 

（
応
募
総
数
35
通
中
、正
解
33
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）
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あ
て
先

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

田
原
市
役
所　
「
広
報
た
は
ら
」ま
で

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

※
皆
さ
ん
か
ら
の〝
耳
寄
り
〞な
情
報
、

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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６６，５７２人　総人口

３３，６１７人　男性

３２，９５５人　女性

２０，６３８世帯世帯数

４４人出生 ６３人死亡

１８８人転入 １５７人転出

＋１２人増減 ※増減は1月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年２月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

田
た

原
はら

城
じょう

跡
せき

［田原町］
　文明12年（1480年）ごろ、戸
田宗光によって築城された田原
城。かつては城の周囲に海が入り
込んでおり、湾が巴形になってい
たことから「巴江城」とも呼ばれ
ていました。往時を偲

しの

ばせる城跡
や石垣、周囲を囲む堀。現代にあって現代とは思わせないここ
一帯の情景は、市を代表するものの一つといってもいいでしょ
う。とくに桜の咲く季節の城跡の華やかさは必見です。

　公園一面に咲き誇る桜は、渥
美半島一ではないでしょうか。ご
存じ、滝頭公園です。毎年多くの
人々 が桜見物に訪れます。
　辺り一面を包み込む淡いピン
ク色は、あっという間に冬の寒さ
を忘れてしまうほどの温かさ。春を感じずにはいられません。
そして夜、やわらかな光に照らされた桜たちもまた格別。今年
も滝頭公園の桜たちは、皆さんを楽しませてくれることでしょ
う。

権現の森● 

● 田原市役所

● めっくんはうす

三河田原 神戸

晩田

蔵王山口

滝
たき

頭
がしら

公
こう

園
えん

の桜
さくら

並
なみ

木
き

［田原町］
権現の森● 

● 田原市役所

● めっくんはうす

三河田原 神戸新清谷

皆
さ
ん
は
二に

十じ
ゅ
う

四し

節せ
っ

気き

を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。こ

れ
は
太
陰
暦
を
使

用
し
て
い
た
時
代

に
、季
節
を
現
す
た
め
の
工
夫
と
し

て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
、１
年
を

24
等
分
に
し
、そ
の
区
切
り
に
名
前

を
つ
け
た
も
の
で
す
。今
年
は
３
月

６
日
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
啓
蟄（
け

い
ち
つ
）。「
地
中
で
冬
ご
も
り
し
て

い
た
虫
が
春
の
到
来
を
感
じ
、草
木

が
芽
吹
く
と
同
時
に
地
上
へ
這
い
出

し
て
く
る
」と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。春
は
、も
う〝
す
ぐ
そ
こ
〞で
す
ね

▼
田
原
市
で
は
、半
島
中
に
咲
き
誇

る
菜
の
花
や
、県
下
で
も
有
数
な
シ

デ
コ
ブ
シ
、卒
業
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
に

ぴ
っ
た
り
な
桜
な
ど
、た
く
さ
ん
の

花
や
自
然
が
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。皆
さ
ん
の
周
り
で
も
、何
か
春

の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
▼
季
節
を
変
え
る
こ
の

春
が
、皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ

を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
と
良
い
で
す

ね
。（
Ｍ
Ｒ
）


